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行事名 第３回バザー委員会 

日 時 １月 21 日（火） 場 所 かがやき(七松)  

内 容 １．今年度のバザーの反省 

①たちばなまつり(9/15) … 台風のため中止 

②武庫まつり(10/27) … 延期になった時の人員確保他 

③市民福祉のつどい(11/9)   ポスターが明るい印象になり良かった。 

一般の人に来てもらえるようＰＲの工夫を！ 

２．バザー品回収について 

行事名 幼児期・学齢期研修会 

日 時 １月 22 日（木） 場 所 あこや学園 参加者数 28 名 

内 容 講演 ｢子どもの発達と描画」～ゆれる心によりそいながら～ 

講師 元大阪市小学校教員（支援学級担任） 板井 理 氏 

≪実際の子どもの絵を見ながら発達段階順に追って説明≫ 

書き始めは、トントン書き、空がすり → 往復運動 

ぐるぐる丸 → 丸が閉じる … 意味づけが始まる。 

ただの丸でも本人にとっては「お母さん」などの意味のある絵を描いている。意味づ

けの力は「夢を持つ」ことに等しく、見立てる力になる。 

 ☆表現は喜びを倍増し、悲しみは沈静化していくものであり、受け止められてこそ育つ。 

発  行 

一般社団法人 

 尼崎市手をつなぐ育成会 
〒660-0893 

尼崎市西難波町２－３－１０ 

E-mail：ikuseikai.ama@y3.dion.ne.jp 

平成 26 年 4 月 107 号 

 新しい年度が始まりました✿この季節は学年

が変わった方や担当が変わった方など生活に変

化があった方も多いのではないでしょうか？ 

変化することを不安に思うことがあるかも知れ

ませんが、ワクワクしながら迎えるとまた新しい

何かが待っているかもしれません。ソチでのオリ

ンピック・パラリンピックの選手を見習いポジテ

ィブに笑顔でがんばりましょう!! 

土と芽だより  

福 祉 の つ
どい感想 
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行事名 第３回かがやき運営委員会 

日 時 １月 22 日（木） 場 所 ツィンズ西難波 

内 容 １．近況報告   

２．活動と仕事の内容   

３．来年度について ４．その他 

行事名 第２回 A プロジェクト委員会 

日 時 ２月５日（水） 場 所 中央公民館 

内 容 １．各チームの報告 

チームⅠ 

＊地区統合後の状況と育成会活動について話し合い 

＊他市育成会の状況を阪神地区連絡協議会を通じてアンケートを取った。 

＊今後、地域の学校へ知的障害を理解してもらうための啓発活動を行う予定 

＊説明のためのリーフレットの内容を検討して、教育委員会へも働きかけていく。 

チームⅡ 

【防災関係】 

＊土と芽だより 104 号(25 年７月) 非常持ち出しグッズチェックリスト掲載 

＊土と芽だより106号(26年１月) 防災グッズ紹介Part２ 簡易トイレの作り方掲載 

＊福成会各事業所と地活センターかがやきに防災時の対応についてアンケート  

 【Q&A】 

福成会へ Q.各事業所を福祉避難所として使用できないか？  

A. 希望する利用者は受け入れ可能、一般の方はその後検討 

尼崎市へ Q.尼崎市指定避難所の備蓄品は？ 

A.各避難所には置いていないが、地区で備蓄している。 

         各家庭で３日分の備蓄をしましょう♡ 

【予定】・地区ごとの避難所マップ作成 

・神戸市の人と防災未来センター、宝塚、しんわ、福成会のケアホーム見学 

・会員に呼びかけて、物件(4LDＫ以上)の戸建 or マンション)探し 

チームⅢ 

【短期目標‥実施】 

＊知的障害者ガイドヘルパー養成講座開催 → 25 年 11 月実施 44 名受講 

   ＜受講者からの感想>    …次年度も開催予定… 

・知的障害やてんかん等について専門性にあふれた講義を受けて良かった。 

   ・自閉症の特性を知った上での支援の仕方やしてはいけないこと等が分かった。 

＊特別養護老人ホーム２ヶ所見学 → ８月－西長洲荘、12 月－サンホーム大庄西 

【長期目標‥予定】 

＊複合施設建設に向けて土地探し →数件の情報があり。今後も広く呼びかける。 

＊A マップ（尼崎市内の医療機関・サークル・店舗等の情報を記載）再作成 

２．育成会について話し合う 
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行事名 第３回ショートステイ委員会 

日 時 ３月６日（火) 場 所 かがやき（七松） 

内 容 １．現状報告と今後について … ４月よりピースヘルプ協会がシフト作成 

２．その他 … ショートステイ増設アンケート結果 

行事名 第５回心障連役員会 

日 時 ３月４日（火） 場 所 かがやき（七松） 

内 容 １．成人式・還暦祝と新年おめでとう会の報告と反省 

・参加者  新成人:９、還暦:２、家族:15、出演者:25、来賓:35（内 賛助広告:９） 

       一般;136、写真館:１、障害福祉課;２、役員;22  合計;247 名 

・決算報告 ・反省点 

２．平成 26 年度成人式・還暦祝と新年おめでとう会 … 平成 27 年１月 11 日(日) 

３．その他 … 定期総会６月 26 日(木) 

 

 

 

 

行事名 第 2 回福成会を支援する会役員会 

日 時 3 月 1２日（水） 場 所 塚口福成園会議室 

内 容 １．平成 25 年度収支状況…「特別会計」の表記を「地域生活準備金」と変更 

２．賛助金の使途… 福成会第５回実践発表会への協賛 

行事名 社会福祉法人福成会第 5 回理事会・評議員会 

日 時 3 月 25 日(火) 場 所 塚口福成園食堂 

内 容 議事  ＊理事会及び評議員会 

・定款の一部を変更する定款 ・役員及び評議員の費用弁償に関する規程の一部改正 

・事務処理規程の一部改正 ・就業規則の一部を改正 ・給与規程の一部を改正 

・経理規定の全部を改定 

・平成 25 年度一般会計及び特別会計等収支補正予算 

・平成 26 年度事業計画及び収支予算 

＊評議員会では上記及び役員の選任について審議 

＊平成 26 年度第 2 回理事会において 

理事長が辻村拓夫氏から阿万幸雄氏に交代、辻村氏は理事・評議員で残留が承認された。 

 

 

 

 
 
 

‥‥ 訃 報 ‥‥ 
２月  田原 三郎さん  塚口福成園の田原春慈さんのお父様 

こころよりご冥福をお祈りいたします  
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行事名 県第１回権利擁護部会 

日 時 ２月 13 日（木） 場 所 県福祉センター 参加者数 ５名 

内 容 講演 あんしんコールセンターと暮らし ～「地域で暮らす」を前向きに、力強く～ 

講師 ＮＰＯ法人全国地域生活支援ネットワーク 事務局長 片桐 公彦 氏 

・地域のセーフティーネットを構築するために ・あんしんコールセンターのはじまり 

   平成 19 年冬、新潟でのフォーラムで、福祉事業所関係者、厚労省幹部、国会議員が 

   地域福祉について、語り合った。→【あんしんコールセンター】→ モデル事業化 

・障害者を地域生活を支える体制づくりモデル事業 

≪地域の拠点…既存事業の組み合わせによる 24 時間サポート体制づくり≫ 

ケアホーム 相談支援事業 短期入所事業 居住サポート事業 

ホームヘルプ事業 ピアサポート 訪問看護事業  ☆コーディネーター配置 

 

行事名 第４回阪神地区連絡協議会 

日 時 ２月 28 日（木） 場 所 アイ愛センター 参加者数 ５名 

内 容 １．県育成会からの情報 

２．各市町情報交換 … 活動報告、通学時の移動支援利用、福祉避難所 他 

行事名 県第２回権利擁護部会 

日 時 ３月 13 日（木） 場 所 県福祉センター 参加者数 ３名 

内 容 講演 「災害時における知的障害者の権利擁護」 

    ～東日本大震災の支援から気づいたこと～ 

講師 社会福祉士・看護師 栗原 紀代美 氏 

≪権利擁護支援ニーズ≫ 

「その人らしくない」状態 ⇒ 心身の状態、言動の変化 

「普通」でない状態 ⇒ 住まいの様子、生活、暮らし方の変化 

「みんなと一緒に暮らせない」状態 ⇒ コミュニケーションと関係性の状況と変化 

≪私が災害支援活動から得たもの≫ 

・全国どこで何が起こるかわからない時代 

  自分が地域でできる事は何か。地域性を重視した活動と色々な地域の福祉・医療・法律職 

  とのネットワーク形成 

☆避難所などで障害がある人への基礎的な対応 紹介 

「あなたのまわりにこんな方がいたら」 肢体・視力・聴覚・知的・精神・内部障害 

         －東北関東（東日本）大震災障害者救援本部 編－ 

① 障害のある人に共通して望まれる支援 

 ～施設内は、できるだけバリアフリーにし、見やすい案内標識等を表示する 

② 障がい別に必要な支援者、支援器具等 

障害についての具体的なこと 
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同じ障害であっても、障害の状況やその時の体調によって、必要な支援は一様ではない。 

障害のある人も、人によって、個性、言語、国籍、セクシュアリティ、宗教など、一人ひと

り異なっている。 

☆知的障害のある人☆ 

・言語・記憶・抽象的思考等が苦手だったり、社会の仕組みや流れに上手に適応しにくい人た

ちがいることを理解する。 

・自閉傾向の人は他者との関係について苦手だったり、特定のものに強い関心を示すことがあ

る。話しかけて伝わりにくい場合は、ゆっくり話したり、身振り手振りや絵を書く、実物を

見せる等すれば理解しやすい。 

 

 

 

 

＊第 20 回理事会 1 月 17 日   ◎育成会を考える 

 

＊第 21 回理事会 ２月７日  １．平成 25 年度補正予算  ２．平成 26 年度事業計画 

  ３．平成 26 年度予算 

 

＊第 22 回理事会 ３月３日  １．平成 25 年度補正予算  ２．平成 26 年度予算 

 ３．予算総会当日の役割分担 

４．地区懇談会の報告 

 

 

月 日 

 

地区 

 

参加者 

テーマ 

①自立支援協議会説明、②全日本・県・尼崎育成会、③A プロジェクト説明 

④育成会を考える 

２月６日 小田 

園田 

29 名 ④会員数が減り鉛筆・バザー委員を出せない。地区会員が減少したら施設の会

員が動かなくてはいけない。会員を増やすにはどうすれば良いか考えた。高齢

化に向けてデイサービスやリハビリが必要。会員外にも研修会に参加を呼びか

ける。 

２月 14 日 中央 

大庄 

14 名 ④退会する人の理由はメリットがない。学齢期は先のことを考えられない。放

課後等デイサービスが充実していて働く母親は困っていない。情報はネットか

ら得る。成年期は複合施設建設を要望。今後活動内容を見直してはどうか。 

2 月 27 日 立花 

武庫 

42 名 ④福祉が整い困り感がない。先輩が作り上げたレールに乗っている。親子とも

高齢化に向けた取り組みが必要。発達障害者の受け皿が多く、重度の人が利用

できる施設がなくなるのでは。育成会に入らなくても施設を利用できる。育成

会の内容が分からないのでもっとアピールすべき。障害基礎年金の問題に育成

会が力になってくれた。メリットデメリットだけでなく横の繋がりを持ち子ど

もの為を考えよう。地区懇談会等で縦横と繋がり歩む道を教えてくれるのが育

成会。 
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月  日 曜日 行    事 月  日 曜日 行    事 

１／８ 水 自立支援協議会ガイドライン部会 ２／18 火 県地域生活・就労支援部会 

１／12 日 成人式・還暦祝と新年おめでとう会 ２／20 金 県施設・事業所部会 

１／14 月 自立支援協議会くらし部会 ２／21 金 成年期見学会(エーデルワイス) 

１／16 木 賀詞交換会 ２／27 木 立花・武庫地区懇談会 

１／17 金 理事会 ２／28 金 阪神地区連絡協議会 

福成会職員研修会 ３／4 火 心障連役員会 

１／20 月 自立支援協議会あまっこ部会 県理事会 

１／21 火 バザー委員会 ３／６ 木 ショートステイ委員会 

１／22 水 幼児期・学齢期研修会(板井理氏) ３／10 月 阪神特別支援学校高等部卒業式 

かがやき運営委員会 ３／11 火 自立支援協議会くらし部会 

１／24 金 A プロジェクトチームⅢ委員会 ３／12 水 平成 26 年度予算総会 

１／27 月 社会保障審議会障害者福祉等専門分科会 福成会を支援する会 

１／29 水 相談員研修会 ３／13 木 県権利擁護部会 

１／30 木 A プロジェクトチームⅡ委員会 ３／14 金 県評議員会 

２／１ 土 阪神特別支援学校学習発表会 ３／15 土 成年期バスツァー(稲むらの火の館) 

２／２ 日 あこや学園生活発表会 ３／17 月 ピースヘルプ協会予算総会 

２／５ 水 A プロジェクト委員会 ３／18 火 県会長会・県生活サポート協会総会 

自立支援協議会ガイドライン部会 ３／19 水 全日本育成会行政説明会 

２／６ 木 小田・園田地区懇談会 ３／25 火 あこや学園卒園式 

２／10 月 自立支援協議会あまっこ部会 福成会理事会・評議員会 

２／13 木 県権利擁護部会 ３／26 水 県高齢化対策部会 

２／14 金 中央・大庄地区懇談会 ３／27 木 幼・学ﾊﾞｽﾂｧｰ(ｲﾁｺﾞ狩り＆ﾌﾙｰﾂﾌﾗﾜｰﾊﾟｰｸ) 

２／16 日 トラの会(本人部会) ３／30 日 県本人活動支援部会 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

① ケアホーム入居時に入居一時金がある場合、費用の半額、最高 5 万円を育成会が補

助することになりました。福成会以外のケアホームでも適応させていただきます。

（第 21 回理事会で承認） 

② 育成会が昭和 46 年から行ってきた心のとも鉛筆販売が、次年度より消費税アップ

により価格が細かくなり出張販売が難しい現状となりました。これからは、鉛筆販

売元のちえの友鉛筆株式会社から学校が直接購入となりました。長い間お手伝いい

ただいた皆様方にお礼申し上げます。（第 22 回理事会で承認） 

✾✾✾ お 知 ら せ ✾✾✾ 

 


